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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

優
秀
経
営
農
林
水
産
業
者
等
表
彰

　

鳥
取
県
優
秀
経
営
農
林
水
産
業
者
等
の

表
彰
式
が
、
10
月
10
日
に
知
事
公
邸
で
行

わ
れ
、
日
ご
ろ
か
ら
意
欲
的
に
農
林
水
産

業
に
取
り
組
み
、
地
域
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
に
、
平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事
よ
り

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
５
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

優
秀
経
営
農
林
水
産
業
者

園
芸
・
農
産	

鹿
島　

功
さ
ん
（
塩　

津
）

畜
産	

西
山
友
之
さ
ん
（
香　

取
）

農
林
水
産
業
功
労
者

畜
産	

佐
藤　

修
さ
ん
（
萩　

原
）

未
来
を
担
う
青
年
農
林
水
産
業
者

園
芸
・
農
産	

坂
田
裕
明
さ
ん
（
新　

栄
）

い
き
い
き
農
林
水
産
業
者

園
芸
・
農
産	
荒
木
正
昭
さ
ん
（
退
休
寺
）

中
学
生
が
姉
妹
都
市
の
文
化
を
体
験

韓
国
・
襄
陽（
や
ん
や
ん
）郡
訪
問

▲
左
か
ら
荒
木
さ
ん
、
鹿
島
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、

平
井
知
事
、
西
山
さ
ん
、
坂
田
さ
ん

▶
郡
庁
に
て
記
念
撮
影

　

大
山
町
の
中
学
生
14
名
が
、
８
月
７
日

～
10
日
の
４
日
間
、
姉
妹
都
市
の
韓
国
襄

陽
郡
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

大
山
町
と
襄
陽
郡
の
中
学
生
の
交
流
は
、

隔
年
で
相
互
に
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
し
た
中
学
生
は
襄
陽
郡
庁
で
郡
守

を
始
め
と
す
る
職
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
手

厚
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
襄
陽
郡

内
に
あ
る
寺
院
や
遺
跡
博
物
館
な
ど
の
見

学
や
体
験
を
通
し
て
、
隣
国
で
あ
る
韓
国

の
文
化
に
ふ
れ
た
り
、
襄
陽
郡
の
み
な
さ

ん
と
の
交
流
を
深
め
た
り
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
中
学
生
は
「
郡
庁
を
訪
問
し

た
時
に
、
た
く
さ
ん
の
方
が
出
迎
え
て
く
だ

さ
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
」「
韓
国
の
人
は
日

本
に
興
味
が
あ
る
人
が
多
い
と
感
じ
た
」「
２

日
目
に
水
陸
両
用
車
に
乗
っ
た
。
運
転
手
さ

ん
が
お
も
し
ろ
い
方
で
言
葉
は
通
じ
な
か
っ

た
が
、楽
し
か
っ
た
」「
親
切
に
し
て
も
ら
い
、

よ
り
韓
国
が
好
き
に
な
っ
た
」
な
ど
と
韓
国

訪
問
の
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

環
境
保
護
に
関
心
を
！

　

9
月
27
日
に
「
第
55
回
西
部
地
区
野

鳥
巣
箱
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
野
鳥
保
護
の

理
解
と
関
心
を
深
め
る
目
的
で
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
西
部
地
区
の
小
・
中

学
校
か
ら
２
３
０
点
の
応
募
が
あ
り
、

入
賞
作
54
点
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
入

賞
作
品
は
全
県
の
「
野
生
動
物
の
す
み

か
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

大
山
町
関
係
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
大
山
町
長
賞
】

　
　

原
口　

朋
也
さ
ん
（
大
山
小
）

　
　

齋
木　

星
那
さ
ん
（
大
山
中
）

【
大
山
町
教
育
長
賞
】

　
　

兠
山　

真
希
さ
ん
（
大
山
中
）

　
　

相
原　

夢
果
さ
ん
（
大
山
中
）

【
西
部
町
村
会
長
賞
】

　
　

大
森　

颯
汰
さ
ん
（
大
山
中
）

【
新
日
本
海
新
聞
社
社
主
賞
】

　
　

飯
田
宗
一
郎
さ
ん
（
大
山
中
）

【
優
秀
賞
】

　
　

松
原　

優
吾
さ
ん
（
大
山
中
）

まちの話題


